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11 

山と平野、水と士
＊二大デルタの自然と農業＊

国
境
線
の
書
か
れ
て
い
な
い
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ

ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
中
国
最
南
部
）
の
地
図
を
見
る
と
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
東
端
を
頂
点
と
し
て
、
扇
状
に
山
脈
が
東
か
ら
南
西
方

向
に
か
け
て
放
射
状
に
延
び
、
主
要
な
大
河
川
は
そ
の
山
脈
間
を
流
れ
て

い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
五
月
か
ら
―
一
月
頃
に
か
け
て
イ
ン
ド
洋
を

経
由
し
て
や
っ
て
く
る
モ
ン
ス
ー
ン
（
季
節
風
）
に
よ
っ
て
、
東
南
ア
ジ

ア
大
陸
部
に
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
り
、
山
の
土
が
削
り
と
ら
れ
川
に
流
れ

込
む
。
土
砂
は
河
川
流
域
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
堆
積
し
、
盆
地
や
扇
状
地

の
ほ
か
、
河
口
で
は
広
大
な
デ
ル
タ
を
形
成
す
る
。
土
砂
が
堆
積
し
た
こ

の
比
較
的
平
ら
な
土
地
が
、
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
水
田
水
稲
作

地
帯
に
相
当
す
る
。
な
か
で
も
デ
ル
タ
は
、
面
積
が
大
き
い
ば
か
り
か
、

生
産
性
も
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
重
要
な
穀
倉
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
北
部
の
紅
河
デ
ル
タ
と
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
と
が
有
名

で
あ
る
。

デ
ル
タ
は
、
低
平
な
地
形
と
見
渡
す
限
り
の
水
田
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど

変
化
の
な
い
風
景
に
見
え
る
。
し
か
し
、
デ
ル
タ
特
有
の
さ
ま
ざ
ま
な
地

形
が
実
は
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
河
川
が
氾
濫
す
る
と
き

に
土
砂
が
堆
積
し
て
形
成
さ
れ
る
自
然
堤
防
が
卓
越
す
る
の
は
、
紅
河
デ
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ル
タ
で
は
ヴ
ィ
エ
ッ
チ
か
ら
ハ
ノ
イ
を
経
て
、
東
は
ハ
イ
ズ
オ
ン
ま
で
、
南
は
フ
ー
リ
ー
ま
で
の
河
川
沿
い
で
あ
る
。

メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
は
カ
ン
ト
ー
や
ヴ
ィ
ン
ロ
ン
あ
た
り
の
自
然
堤
防
が
よ
く
発
達
し
て
い
る
。
自
然
堤
防
上
で
は
、
良

好
な
水
条
件
と
肥
沃
な
土
壌
と
に
よ
っ
て
、
集
約
的
な
農
業
生
産
が
行
わ
れ
る
。

自
然
堤
防
や
山
塊
に
は
さ
ま
れ
て
排
水
困
難
な
地
域
は
雨
季
の
水
深
が
数
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
氾
濫
原
と
な
る
。

紅
河
デ
ル
タ
で
は
、
ハ
ノ
イ
か
ら
東
に
向
か
う
ド
ウ
オ
ン
川
か
ら
北
の
地
域
と
、
ハ
ノ
イ
の
南
で
国
道
一
号
線
と
ホ
ア

ビ
ン
の
山
並
み
と
に
挟
ま
れ
た
地
域
と
が
こ
れ
に
相
当
し
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
は
、
チ
ャ
ウ
ド
ッ
ク
や
ロ
ン
ス
エ
ン
の

低
地
で
は
広
い
範
囲
で
雨
季
に
深
く
湛
水
す
る
。

海
岸
沿
い
で
は
、
潮
汐
や
海
流
の
影
響
に
よ
っ
て
河
川
か
ら
の
土
砂
が
海
岸
線
と
並
行
す
る
よ
う
に
何
本
も
列
状
の

砂
丘
を
形
成
す
る
。
砂
丘
列
の
上
は
海
抜
ニ
ー
三
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
冠
水
被
害
が
発
生
せ
ず
、
古
く
か
ら
ひ
と
び

と
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
紅
河
デ
ル
タ
で
は
ハ
イ
ハ
ウ
や
ス
ア
ン
ト
ウ
イ
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
は
チ
ャ
ヴ
ィ
ン

や
ベ
ン
チ
ェ
ー
あ
た
り
の
砂
丘
列
が
と
く
に
発
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
紅
河
と
メ
コ
ン
の
両
デ
ル
タ
で
は
地
形
形
成
に
お

い
て
デ
ル
タ
特
有
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
気

象
条
件
や
農
業
の
様
子
、
開
拓
の
歴
史
は
ず
い
ぶ
ん
と
異
な
っ
て

い
る
。ま

ず
、
有
名
な
ケ
ッ
ペ
ン
の
気
候
区
分
に
よ
る
と
、
熱
帯
の
北

限
ラ
イ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
テ
ィ
ン
省
あ
た
り
を
通
っ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
以
北
の
紅
河
デ
ル
タ
で
は
、
冬
季
の
気
温
が
五
度
前
後

紅河デルタの田植え
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図 1フーリー（紅河デルタ）およびカントー（メコンデルタ）における

月別の平均気温と降水量

（出典）カントーおよびフーリーの気象ステーション

（注）データは両ステーションの1986年～95年の日別データの平均値

ま
で
冷
え
込
み
、
雲
が
空
を
厚
く
覆
う
た
め
日
射
量

も
少
な
い
（
図
1
)
。
そ
の
た
め
、
コ
メ
の
生
産
は
年

間
二
期
作
が
中
心
と
な
る
。
冬
季
の
低
温
と
―

ニ
ー

四
月
に
か
け
て
の
若
干
の
降
雨
は
、
亜
熱
帯
や
温
帯

条
件
下
で
生
育
す
る
野
菜
栽
培
を
可
能
に
す
る
。
ハ

ノ
イ
の
野
菜
需
要
は
近
郊
の
栽
培
地
帯
が
ほ
ぼ
供
給

し
て
い
る
。

一
方
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
は
熱
帯
に
属
し
、
一
年
を

通
じ
て
温
度
が
高
い
こ
と
と
、
降
水
量
は
雨
季
と
乾

季
で
明
瞭
な
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
が
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
日
射
量
が
豊
富
な
た
め
、
年
間
を
通
じ
て

灌
漑
水
を
人
為
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
地
域
で

は
コ
メ
の
三
期
作
が
可
能
と
な
る
。
デ
ル
タ
で
供
給

さ
れ
る
野
菜
類
は
、
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
な

ど
日
本
で
い
う
夏
野
菜
の
他
に
、
ミ
ン
ト
類
が
あ
る
。

一
方
、
ハ
ク
サ
イ

・
ニ
ン
ジ
ン
・
ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー

ク
な
ど
の
温
帯
野
菜
は
ダ
ラ
ッ
ト
で
栽
培
さ
れ
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
よ
う
な
大
都
市
に
供
給
さ
れ
て
い
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紅河およびメコンの両デルタにおけるコメ作付面積と収量の変化

（出典） Statisticaldata of Vietnam agriculture, forestry and fishery 1975-2000, 
Statistical publishing house 2000, p.l 91-210 

る
。
ダ
ラ
ッ
ト
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
北
東
お
よ
そ
二
五
0

キ
ロ
に
あ
る
二
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

高
原
地
帯
で
あ
る
。
夜
の
う
ち
に
野
菜
を
積
み
出
せ
ば
、

早
朝
に
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
市
場
に
な
ら
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
海
岸
沿
い
の
ニ
ャ
チ
ャ
ン
や
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ッ
ト

か
ら
ヌ
オ
ッ
ク
マ
ム
（
魚
醤
）
を
製
造
し
た
後
の
魚
粕
を

堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
ダ
ラ
ッ
ト
で
は
地
の
利
を

活
か
し
た
温
帯
野
菜
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

開
拓
の
歴
史
も
二
つ
の
デ
ル
タ
で
大
き
く
異
な
る
。
紅

河
デ
ル
タ
は
二
0
0
0
年
以
上
前
か
ら
開
拓
が
開
始
さ
れ
、

開
拓
困
難
な
氾
濫
原
で
さ
え
も
、
遅
く
と
も
一
三
世
紀
に

は
開
拓
前
線
が
到
達
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
メ
コ

ン
デ
ル
タ
で
は
、
水
田
面
積
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
の
は

一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
で
あ
る
。
二
つ
の
デ

ル
タ
は
、
自
然
環
境
や
開
拓
の
歴
史
か
ら
み
る
と
、
ま
っ

た
く
異
な
る
デ
ル
タ
と
い
っ
て
も
よ
く
、
い
ず
れ
も
ベ
ト

ナ
ム
で
は
あ
る
が
、
紅
河
デ
ル
タ
は
中
国
の
珠
江
デ
ル
タ

と
の
類
似
性
が
高
く
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
は
、
タ
イ
の
チ
ャ
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オ
プ
ラ
ヤ
デ
ル
タ
や
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
イ
ラ
ワ
ジ
デ
ル
タ
と
の
類
似
点
が
多
い
。

近
年
の
開
発
過
程
も
ま
た
両
デ
ル
タ
で
大
き
く
異
な
る
。
ド
イ
モ
イ
直
後
の

一
九
八
九
年
に
、
ベ
ト
ナ
ム
が
い
き
な

り
世
界
第
三
位
の
コ
メ
輸
出
国
に
な
っ
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
輸
出
米
の
ほ
と
ん
ど
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
生
産
さ

れ
る
。
紅
河
デ
ル
タ
で
は
コ
メ
生
産
量
の
増
加
を
単
位
面
積
あ
た
り
の
収
量
の
増
加
に
よ

っ
て
達
成
し
て
い
る
の
に
対

し
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
は
、
作
付
面
積
拡
大
と
収
量
増
大
と
の
両
方
に
よ
っ
て
生
産
量
を
増
加
さ
せ
て
い
る

（図
2
)。

コ
メ
作
付
面
積
の
拡
大
は
、
ド
ン
タ
ッ
プ
ム
オ
イ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
荒
蕪
地
を
、
水
路
の
整
備
と
栽
培
技
術
の
革
新

と
に
よ
り
コ
メ
の
二
期
作
地
帯
へ
転
換
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
と
、

一
期
作
か
ら
二
期
作
へ

、
二
期
作
か
ら
三
期

作
へ
と
土
地
の
集
約
的
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
主
要
な
原
因
で
あ
る
。

（柳
澤

雅
之
）
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